
�地域社会と
ネットワークの震災対応



第�部では震災時の地域コミュニティ，地域医療施設，生活協同組合の対応
に関する論文が収められている．震災後，市民側の対応として自然発生的な災

害ボランティアの活躍に注目が集まったが，やはり全体としては日常的に強い

基盤をもつ組織の方が迅速かつ効果的な対応をしていたのではないだろうか．

しかしそれは通常の組織がそのままの形態で対応をしたわけではないし，実際

にも自らが震災によって大きなダメージを被った状態で不可能なことであった．

むしろ堅固な組織をもつものでも震災後は何もできないことの方が多かった．

震災に比較的うまく対応できた組織は，どのように利用可能な資源を調達し，

組織を再編しながら機能させ，さらには平常時の活動・業務領域を超えて被災

者への支援活動に踏み出していったのか，第�部の各論文はそのような問題に
貴重な知見を提供してくれている．

第1章「震災対応とコミュニティの変容」（今野）では，神戸市長田区真野地

区が取り上げられている．真野地区の場合，社会的弱者が多い点で被害のひど

かった地域の典型であるが，その対応は珍しい成功例のひとつである．真野の

優れた点は震災後，住民組織のみで避難所の運営，食事や物資の確保と配分ま

でをほとんど自力で行ったことにある．災害弱者である高齢者も地域で守ると

の原則のもと，弱者に配慮したルールが震災3日後にはすでに確立されていた．

興味深い点は，災害対策の組織と日常の自治組織が，別だということである．

そして日常的組織の求心力の強さが，さまざまな復旧作業に適材適所を集結さ

せることを可能にした．復興期に必要な専門ボランティアも行政や企業とのパ

イプをつうじて集まってくれた．また，拡大する被災者とそれ以外の住民との

温度差にたいしては，震災後できたアドホックな緊急組織を，まちづくり協議

会として再組織化することによって克服しようとしている．

第2章「大震災と地域医療ネットワーク」（川口）は長田区内で震災直後に患

者を受け入れたたった2つの病院，神戸朝日病院と神戸協同病院の震災対応の

ネットワークを比較するというユニークな論考である．神戸朝日病院は本来在

日朝鮮人のために設立された個人病院である．しかし地域中核の市民病院が崩

壊したことから，地域の被災患者すべての受け入れを決定した．個人病院にも

かかわらず成果を収めた理由は，スタッフ，地域住民，ほかの医療機関，関係

団体や各種ボランティアなどの支援ネットワークの充実に求められる．他方，
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神戸協同病院の場合，神戸医療生協という上部団体があり，震災当日から組織

的人海戦術が可能となった．ここでは病院側がむしろ地域住民への支援，安否

確認ローラー作戦，他病院への応援，医療情報の発信などを行っている．ここ

では，医療生協の有効性が指摘されている．

第3章「コープこうべと大震災」（山本）では，日本最大の生協組織であるコ

ープこうべの被災と震災への対応について取り上げられている．コープこうべ

はオイルショックを教訓として，緊急時に生活物資を確保する協定を神戸市を

はじめ近隣都市と結んでいた．まずその実行が震災後の大きな仕事であった．

実際，政府の救援物資が届くまでの配給は，ほとんどコープこうべによるもの

だった．つぎに，生協本来の活動が組合員以外の被災者に広げられた．そして，

コープの組織を基盤にしたボランティア活動もさかんに行われた．山本氏はと

くに被害が大きくかつ高齢者の多い地区を例にあげて，コープ組合員の組織率

が低いにもかかわらず，組合員によるボランティア活動が活発に行われたこと

を示している．それはまた生協の掲げる価値の追求の成果でもあった．今度の

対応で，コープが都市で失われつつあるコミュニティの機能を一部代替しつつ

あることが証明された．

以上のように，各分野で震災に有効に対応しえた組織は平時からその境界を

超えた幅広いネットワークをもっていたことがわかる．各組織は決してそのま

まの形態で震災に対応したのではない．真野の自治組織が外部組織をも巻き込

んで復旧を図り，神戸朝日病院や神戸協同病院が地域の患者を受け入れ，コー

プこうべが非組合員の支援に乗り出したように，震災に有効に対応できる態勢

を可能にするものは，自らのネットワークを編集する力であり，またそれを可

能にする組織の中核的な価値である．第�部で取り上げられた各組織が，日常
の利益関係を超えて活動を展開できた大きな理由はそこにあるといえるだろう．

もうひとつ指摘しておかなければならないことは，外部とのネットワークのな

かに行政が適切に位置づけられているかどうかである．震災への対応を巡って

あきらかになったことは，市民側にとって行政の力が重要なことはもちろんで

あるが，それ以上に市民側とのネットワークがあってはじめて行政も機能でき

たということである． （鵜飼孝造）
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